
日 曜日 中央 犀川 勝山
1 土 　　　①10:30～　②14:00～ ～10/1(土)　蔵書点検のため休館

2 日

3 月 休館 休館
4 火 休館
5 水

6 木

7 金

8 土 　　　　　　きのこの子 　　　①10:30～　②14:30～
9 日 　　　　
10 月 休館 休館
11 火 休館
12 水

13 木

14 金 　　　
15 土

16 日

17 月 休館 休館
18 火 休館
19 水 　　　
20 木

21 金

22 土         おひさまの会 　　　もこもこ
23 日 　　  　　　
24 月 休館 休館
25 火 休館
26 水

27 木

28 金 　　　おひさまの会

29 土 　　　 

30 日

31 月 休館 休館

 樹を見る・木でつくる！ 　天気と防災 世界の絶景

館内整理日

特設

みやこ町図書館だより

（発行：２０１6年10月１日 第４６号）

発行
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１０月号

ブックリサイクル 10/28（金）～

☆ギャラリー

遊雲会

「みぢかな書作品展」

～10/9（日）

※最終日は15:00まで

10/29(土)☆講演会

「野菜作りのコツと

裏ワザ」

◆平成28年度みやこ町読書週間関連事業◆

☆講演会

「野菜作りのコツと裏ワザ」

10月29日（土）

13時～14時30分

サン・グレートみやこ研修室

講師：農文協九州沖縄支部

佐藤 圭先生

☆講演会

「防災気象情報とその利用」

11月6日（日）13時30分～15時

みやこ町コミュニティセンター

いこいの里 大会議室

講師：福岡管区気象台 職員

定員：40名（先着順※小学生は保護者同伴）

◆簡単な気象実験も行いますので、興味の

☆ギャラリー

文化協会

「水彩画作品展」

10/12(水)～10/26（水）

☆手づくり講座

「アロマスプレーを作ろう」

11月9日（水）

10時30分～12時

中央図書館 視聴覚室

講師：株式会社里山商会

代表取締役 吹上 紘子先生

定員：20名（抽選）
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～小説～ 

■『レンズが撮らえた 19 世紀英国』 海野弘(他著) 

山川出版社 ■『城主になった女 井伊直虎』 梓澤

要(著) NHK 出版 ■『ここまで変わった日本史教

科書』 高橋秀樹(著) 吉川弘文館 ■『ねじれとゆ

がみ 毎日すっきりセルフ整体教室』 別所愉庵(著) 

晶文社 ■『オートミールレシピ 100%ヘルシー

バランスフード』 オートミール研究会 (編著) ア

スペクト ■『こども服の歴史』 エリザベス・ユ

ウィング(著) 東京堂出版 ■『わくわく昆虫記 憧

れの虫たち』 丸山宗利(文) 講談社 ■『有機野菜

の育て方 100 選』 高堂敏治(著) 滋慶出版/つちや

書店  

～その他～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館員のおすすめ本 

■『よっつ屋根の下』 大崎梢(著) 光文社 ■『女子

的生活』 坂木司(著) 新潮社 ■『あおぞら町 春子さ

んの冒険と推理』 柴田よしき(著) 原書房 ■『侍の

本分』 佐藤雅美(著) KADOKAWA ■『掟上今日子

の家計簿(忘却探偵シリーズ 7)』 西尾維新(著) 講談

社 ■『夜に啼く鳥は』 千早茜(著) KADOKAWA ■

『朝からスキャンダル』 酒井順子(著) 講談社  ■

『挑戦者たち』 法月綸太郎(著) 新潮社 ■『何様』 

朝井リョウ(著) 新潮社 ■『E 高生の奇妙な日常』 

田丸雅智(著) 角川春樹事務所 ■『あたらしい名前』 

ノヴァイオレット・ブラワヨ(著) 早川書房 

 

 

 

新 着 資 料 案 内 

図書館のホームページから新着資料の確認ができます。貸出中のもの、他館所蔵のものは、お近くの図書館 

まで取り寄せることもできます。 ホームページアドレス http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.html 

『まるまるの毬』     西條 奈加（著）   

講談社（2014） 

      親子３代で営む菓子舗「南星屋」。 

江戸ではめったに食べられない日本 

全国の銘菓が大人気。しかしこの一家 

ある秘密を抱えていて…。 

登場する和菓子がとても美味しそ

うな時代小説です。  ［しっぽ］ 

『教場』    

長岡 弘樹（著）  小学館（2013） 

「警察学校は、優秀な警察官を育てるための

機関ではなく、適性のない人間をふるい落と

す場である」過酷な警察学校を舞台とした連

作短編集。あらすじの印象とは違い読後感は

よく、納得の面白さだった。新作の『教場２』

も続けて読んでほしい。［三］ 

 

  

 

 

 

 

 

 

『ねことじいちゃん 1～2 巻』 
 

 ねこまき （著）      

KADOKAWA （2015） 
 

大吉じいちゃんと、猫のタマの二人暮らしの日常を

ゆる～く描いたコミックエッセイです。 

島に暮らすじいちゃんと、ご近所さんたちとの会話
もほっこりとしていて、時間がゆったりと過ぎて行
きます。ねこ好きにはたまらない「あるある」も満
載です。 ［り］ 
 

『こどもたちへ まどさんからの手紙』 

まど みちお（文）ささめや ゆき（絵） 

講談社（2014） 

童謡『ぞうさん』で有名な詩

人・まどみちおさんが、84歳

のときに母校のこどもたちへ

送った手紙。すべてのこども

たちに届けたい、希望と勇気

をもらえる手紙です。［K］ 

 

『残るは食欲』    

阿川 佐和子（著）マガジンハウス（2008） 

食欲の秋、おいしい本を紹介しよ 

うと考えて思いついたのがこの本。 

冷蔵庫の残り物で作る簡単なもの 

からローストビーフのような超豪華 

なものまで、読んでいるとお腹の 

鳴る音が聞こえてきそう。［YOU］ 

 

  

 

 

 

 

 

「Ｓ２０ 戦後トウキョウ退魔録」  

伊藤 ヒロ（著） 峰森 ひろかず（著） 

ＫＡＤＯＫＡＷＡ（2016） 

昭和２０年、戦後の東京で巻き起こる怪異を紙芝居屋

の襟之井刀次と茶楽呆吉郎の二人が解決する活劇

集ですが、とにかくオチがおもしろい！「ああ！これっ

てあれか！」と思わず笑ってしまいました。元がわから

なくても楽しめますが、かつて少年少女だった皆さん

に是非読んでいただきたい一冊です。［めんだこ］ 




